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１　はじめに

　社会の急激な変化に主体的に対応し，自ら生活をよ
りよくしようと工夫する資質・能力を育成することが
求められている中，家庭生活に対する価値観や生活様
式は多様化し，子どもたちを取り巻く環境にはさまざ
まな新たな問題が生じてきている。平成28年12月の中
央教育審議会答申１）では，“よりよい学校教育を通じ
てよりよい社会を創る”という目標を学校と社会が共

有し，連携・協働しながら，新しい時代に求められる
資質・能力を子どもたちに育む「社会に開かれた教育
課程」の実現をめざしている。学習指導要領等でも，
学校，家庭，地域の関係者が幅広く共有し活用できる

「学びの地図」としての役割を果たすことができるよ
う，枠組みを改善すること等が求められた。小学校学
習指導要領２）における家庭科の目標には，「家族や家
庭，衣食住，消費や環境等について，日常生活に必要
な基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を
身に付けるようにする。」とあり，生活における自立
の基礎を培うために必要な資質能力として，日常生活
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に係る技能が示されている。
　生活技能について中間 (1987) ３）は「生活技能は，
あくまでも身体，主として手を通して表現する行動で
あり，生活実践の中での訓練を通してのみ培われるも
のである。」と述べており，生活実践の中での訓練を
通して，行動特性として身に付いたものとして定義し
ている。本報告では生活技能を「衣食住等の生活の自
立の基礎となる日常生活に必要な基礎的・基本的技能」
ととらえることとし，主に手を通して表現する行動で
あり，行動特性として身に付き，能力化され，主体化
されなければならないものと定義する。地域で子ども
たちが生活技能を身に付けることは，生活者として身
近な環境と積極的にかかわり，自分と環境との関係性
を問いながら日々の生活を営み，創造していくことに
つながる４）。
　梶山ら (2016) ５）(2018) ６）は母親の子育て観の違いに
よって，家庭科学習内容の関心度が異なり，子どもの
生活技能習得に影響を及ぼすことを明らかにした。生
活重視型の母親は家庭科学習内容の関心度が高く，子
どもが生活技能を習得実践しているが，学業優先型や
両方位型は習得実践している割合が低く，食生活技能
において顕著であった。一方で，「手縫い」や「ミシ
ン縫い」等の技能は母親の子育て観にかかわらず，習
得している割合が低いが，どの母親も子どもに必要な
技能としてとらえていた。しかしながら，家庭では実
践させておらず，学校教育に期待していた。つまり，
これらの技能は小学校家庭科５年生で初めて実践され
る技能となっており，学校で学習しなければ一生習得
できない技能となりつつあることが推察され，学校教
育以外でもこれらの技能を習得できる場が必要ではな
いかと考えた。
　一方，鈴木 (2011) ７）は家庭科でのものづくり学習
は児童生徒の自己効力感の向上にもつながることを明
らかにしている。また，梶山ら (2015) ８）は幼稚園児
をもつ母親が子どものために手作り品を作ることに
よって，母親自身の生活の価値意識に変化を及ぼすこ
とを明らかにしている。このことから，それらの技能
に関わる体験の場を設けることによって，親の自己効
力感や生活価値意識の変容を促す機会となるのではな
いかと推察した。また，その体験を親子で行うことに
よって，学校以外での子どもの技能習得の機会となる
とともに親子で体験の場を共有することによる相乗効
果も期待できるのではないかと考えた。
　以上のことから，親の子育て観に働きかける生活技
能教育プログラムの一環として，親と子の「背守り」
刺繍体験講座を構想，企画し，実施した。本稿では，
講座参加者へのアンケート調査結果から，本講座の成

果と課題を明らかにすることを目的とした。

２　講座の構想と企画

２－１　講座実施地域と高校生との連携について
　講座実施地域である東広島市は人口約19万人の地方
中都市であり，企業のベッドタウンとしての新興住宅
地域と古くからの農業地域が共存している。近年，子
育てしやすい市として子育て世代の移住が進んでお
り，子どもの数が増加している一方で，急激な都市化
によって，地域の住民のつながりが希薄化し，子育て
の孤立化が懸念されている。こうした中，東広島市は
東広島版ネウボラを構想し，子育て支援に力を入れよ
うとしている９）。東広島市の子育て支援講座の支援対
象は，妊娠期から小学校入学前の幼児期に対して手厚
い体制となっており，小学生の子どもをもつ父親，母
親等への支援はほとんどなされておらず，運営してい
るのは保育士や保健師等であった10）。小学生の親子を
対象とした講座としては，親子クッキングや親子陶芸
教室等は散見されたが，針と糸を使った「手仕事」講
座は見当たらなかった。
　本プログラムは親子で生活技能を習得しながら，親
の子育て観に働きかけ，親子の生活者としての変容を
意図したものであるが，それを効果的に行うために，
異世代間交流の場を設けることとし，広島県立西条農
業高等学校の生活科の生徒の協力を得た。東広島市に
ある大学と高等学校が連携して，本プログラムを運営，
推進することは，親の子育て観だけでなく，次世代の
親となる高校生の子育て観にも働きかけ，地域で主体
的に子育てする親の育成に貢献することができると考
えた。
２－２　講座で扱う教材について
　川端ら (2010)11）は，小学６年生を対象とした調査に
おいて，「手縫い」等の手指を使うことを生活に位置
づけることは，手指の巧緻性の向上につながるだけで
なく，知的好奇心の刺激と多方面の活動の積極性に係
わる可能性を示唆している．また，梶山ら (2020)12）は，
大学生を対象にした手作り品に対する意識調査におい
て，子どもの頃に針と糸を使って作られた手作り品を
もらった体験や親子での手芸・裁縫活動体験が，将来
の親としての意識に影響を及ぼす可能性を示唆してい
る。
　これらのことから，針と糸を使った活動は，製作過
程においても，製作物への意識のもち方においても，
それぞれに意義のあるものであり，中でも「手縫い」は，
自分の手を通して布や製作物に関わり，表現できる生
活技能であるといえる。「手縫い」の技能を使って親
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子で製作する教材として，「背守り」刺繍を取り上げた。
その理由は，①「背守り」とは，子どもの健やかな成
長を願って着物の背中につけた日本で古くから伝わる

「お守り」であること，②伝統的な柄にはそれぞれ親
の子に対する思いや願いがこめられていること，③難
しい技能は必要なく，手縫いの基本である玉止め，玉
結び等ができれば短時間で作品を作ることができるこ
と13）14）等の特徴があり，本講座で扱う教材として適
していると考えた。
２－３　講座の概要
　東広島市の市報2019年７月号，12月号に募集記事を
掲載した。加えて，チラシを作成し，市内の市役所，
図書館，芸術文化ホールに置いた。小学生の子どもと
その保護者13組を先着順で募集した。
（１）第１回講座の概要
①開催日時：2019年８月４日（日）9：00～12：00
②開催場所：広島大学教育学部 B 棟 B606
③タイムスケジュール：
09:00～ 受付
09:15～ あいさつ・紹介
09:20～ 「背守り」についての話（村上かおり教授）
09:40～ 伝統的な「背守り」刺繍の製作
11:30～ 交流会
 ～12:00 アンケート・終了

（２）第２回講座の概要
①開催日時：2020年１月５日（日）9：30～12：00
②開催場所：広島大学教育学部 B 棟 B606
③タイムスケジュール：
09:30～ 受付
09:35～ あいさつ・紹介
09:50～ 「指ぬき」についての話（鈴木明子教授）
10:05～ 我が家のオリジナル「背守り」刺繍の製作
11:30～ 交流会
 ～12:00 アンケート・終了

３　講座の実践

（１）第１回参加者
①スタッフ（20名）
大学関係５名，高校３年生13名，高校２年生２名
②親子（11組）
Ａ：２年生女児 母親
Ｂ：１年生男児 母親
Ｃ：５年生女児 母親
Ｄ：５年生女児 母親
Ｅ：４年生男児　２年生男児 母親
Ｆ：５年生女児 母親
Ｇ：３年生男児 母親

Ｈ：５年生男児　２年生女児　年少男児 母親　父親
Ｉ：５年生女児　５歳女児 母親
Ｊ：４年生女児　大学生女子 母親
Ｋ：３年生男児　５歳女児 母親　父親

子ども17名，保護者13名（合計30名）

図１　第１回講座の様子

（２）第２回参加者
①スタッフ（23名）
　大学関係７名，高校３年生10名，高校２年生６名
②親子（15組）
Ａ：２年生女児 母親 （２回受講）
Ｂ：５年生女児 母親 （２回受講）
Ｃ：５年生女児 母親 （２回受講）
Ｄ：５年生女児　５歳女児 母親 （２回受講）
Ｅ：３年生男児　５歳女児 母親 父親 （２回受講）
Ｆ：４年生女児　２年生女児 母親 父親
Ｇ：１年生男児 母親
Ｈ：２年生女児 母親
Ｉ：６年生女児 母親
Ｊ：６年生女児　１年生女児 母親
Ｋ：２年生女児 母親
Ｌ：５年生男児 母親
Ｍ：６年生女児 母親
Ｎ：４年生女児 父親
Ｏ：５歳女児 母親

子ども19名，保護者17名（合計36名）

図２　第２回講座の様子

図３　親子が製作した「背守り」刺繍作品
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４　受講者へのアンケート調査

　講座終了後に受講した子どもと保護者，スタッフと
して参加した高校生にアンケートを実施した。回収
部数は子どもアンケート34部（１回参加27部，２回参
加７部），保護者アンケート29部（１回参加23部，２
回参加６部），高校生アンケート20部であり，回収率
は100％であった。それぞれの項目ごとに度数を求め，
男女別学年別での平均値の差の比較は一元配置分散分
析，クロス集計では χ²検定を行った。両講座参加の
子どもおよび保護者の１回目と２回目の平均値の差の
比較は t 検定を行った。集計及び解析には，統計用ソ
フト IBM SPSS Statistics 22を使用した。図20，図21
の自由記述の分析には IBM SPSS Text Analytics for 
Surveys　バージョン4.0.1を使用した。
４－１　子どもの結果と考察
（１）子どもの学年と性別
　受講した子どもの学年と性別は表１に示すとおりで
あった。男女別では男子が７名，女子が20名で女子の
方が多かった。５年生が最も多く，３年生が最も少な
かったが，受講した子どもの学年による大きなバラつ
きはなかった。

表１　講座参加者（子ども）の学年と性別

（２）普段の家の仕事（お手伝い）についての考え
　普段の家の仕事（お手伝い）に関する４項目につい
て，「とても」４点から「全く」１点として４段階で
問うた平均値を男女別に図４に示し，学年別に図５に
示した。
　お手伝いに対して男子は女子に比べて「楽しい」「面
白い」と思っていた。「簡単だ」と「よくする」のは
女子のほうが高かったが，どの項目においても，有意
な差は認められなかった。学年別にみると，低学年や
高学年は平均値が高く，中学年になると低くなる傾向
がみられたが，学年による有意差はみられなかった。

図４　お手伝いに対する考え（男女別）

図５　お手伝いに対する考え（学年別）

（３）普段するお手伝いの種類
　普段するお手伝いの内容を自由記述で問うた結果，
34項目が抽出された。それらの項目を衣・食・住生活
関連に分類し，男女別に図６，学年別に図７に示した。

図６　普段するお手伝いの種類（男女別）

　女子は「食器を片づける」「野菜を切る」等の食生
活関連のお手伝いが多いのに対して，男子は食生活関
連のお手伝いはなく，「洗濯物たたみ」「お風呂掃除」
等の衣・住生活関連のお手伝いをしている割合が高
かった。学年別では，高学年になるほど食生活関連の
お手伝いが増える傾向がみえるが，有意な差は認めら
れなかった。
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図７　普段するお手伝いの種類（学年別）

（４）針と糸を使った経験
　針と糸を使った経験を男女別に図８，学年別に図９
に示した。「よく使う」割合は女子の方が高く，「使っ
たことはない」割合は男子の方が高かった。学年別に
みると，「使ったことはない」割合は，学年が上がる
につれて低くなり，「よく使う」割合は学年が上がる
につれて高くなる傾向がみられた。５年生以上に「使っ
たことはない」人がいなかったのは，家庭科の影響が
あると推察される。

図８　針と糸を使った経験（男女別）

　針と糸を初めて使った時期は「幼稚園の時」が７人
で最も多く，教えてもらった相手は「幼稚園の先生」
５人が最も多かった。初めて縫ったもので多かったの
が「ティッシュケース」「ポーチ」等の小物入れ（９人）
で，「人形の洋服」「マスコット」等が３人いた。

図９　針と糸を使った経験（学年別）

（５）裁縫への意欲（家庭科に対する期待）
　裁縫に対してとても得意と思っている割合は男子の
方が高かった（図10）。男子よりも女子の方が家庭科
をとても楽しみだと答えている割合が高かった。楽し
みな理由としては「作るのが好きだから」「むずかし
いことにトライできるから」「大人になって役立って
楽しいから」等の回答があった（図11）。男子の全く
楽しみでないと答えた人の理由は「何をやるのかわか
らないから」であった。

図10　裁縫は得意か（男女別）

図11　家庭科は楽しみか（男女別）

（６）講座を受講して思ったこと
　この講座を受講してどう思ったのかを「とても」４
点から「全く」１点までの４段階で問うた結果の男女
別平均値を図12に示し，学年別平均値を図13に示した。
男女で比較したところ，男子は全員「楽しかった」で
最高点をつけていた。

図12　講座を受講した感想（男女別）
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　「もっとやりたい」「簡単だった」は女子の方が若干
平均値が高かったが，男女で有意な差は認められな
かった。学年別にみると，「楽しかった」と「もっと
やりたい」は学年による有意差はなかったが，「簡単
だった」においてのみ有意差があり，幼児や１年生２
年生では若干難しさを感じていた。

図13　講座を受講した感想（学年別）

（７）両講座受講の子どもの変化

図14　１回目と２回目の比較

　両講座を受講した７名の１回目と２回目の変化を図
14に示した。講座については，「楽しかった」と「簡
単だった」の平均値が２回目の方が高くなっていたが，
有意な差は認められなかった。お手伝いについても「簡
単だ」と「よくする」の平均値が１回目よりも高くなっ
たが，有意な差は認められなかった。
４－２　保護者の結果と考察
（１）保護者の属性
　受講保護者は父親が４名，母親が19名であり，母親
の参加の方が多かった。年代では，40代が最も多かっ
た（表２）。受講保護者の職種は「パート」が30.3％

と最も多かった（表３）。

表２　保護者の年代と性別

表３　保護者の職種

（２） 子どもとの手仕事機会と子どもに家の仕事させ
ることへの考え

　「普段家でお子さんと一緒に手仕事を行いますか」
の問いに約半数の父親，母親が「はい」と答えていた

（図15）。普段する手仕事としては，簡単な料理と答え
ている人がほとんどで，針と糸を使った手仕事をして
いる人は，いなかった。普段子どもと一緒に手仕事を
していない人に理由を尋ねたところ，「ゆっくり時間
がとれない」「普段の生活で精一杯」という回答がほ
とんどであった。

図15　普段子どもと一緒に手仕事をするか

　「普段お子さんに家の仕事を手伝わせますか」の問
いに対して，すべての父親，ほとんどの母親が「はい」
と答えていた（図16）。普段の手伝いで最も多くさせ
ていたのは「食器を並べる」「食器を洗う」「調理」等
の食生活関連（19件）で，次いで「お風呂掃除」「ト
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イレ掃除」等の住生活関連（15件）であった。衣生活
関連は11件であり，「洗濯物をたたむ」「洗濯物を取り
込む」等がほとんどで，針と糸を使った仕事を普段さ
せている人はいなかった。

図16　普段子どもに家の仕事をさせるか

（３）家庭科への期待
　「学校で調理や裁縫等の生活技能を習得させること
は大切だと思いますか」の問いに，すべての父親，ほ
とんどの母親が「はい」と答えていた（図17）。理由
としては「自分では上手く教えられない」「親が教え
ると聞かないから」等，学校で先生が教えてくれるこ
とに期待する意見があった。また，「生活に必要な技
能だから」「生活に欠かせない力，出来る，出来ない，
知っている，知らないとでは大きく違う」等，技能習
得及び実践の意義を理由としてあげている人がいた。
一方で，「協調性，集中力，創造力が養えるから」「み
んなと協力しあう大切さを感じてほしいから」等，技
能習得以外の力を学校という集団生活の場で行う意義
についても理由としてあげられていた。
　「学校で調理や裁縫等の生活技能を習得させるのは
いつからがよいと思いますか」の問いに対して，最も
多かったのは，「５年より早いほうがいい」で父親は
100％，母親は78.9％であった（図18）。理由としては，

「５年より早く興味をもっていると思うから」「簡単な
ことからすこしずつ積み重ねることが大事だと思うか
ら」等であった。「５年がちょうどよい」と回答した
理由としては「思考，技能的に高学年がちょうどよい」

「包丁や針を使うのでしっかり大きくなってからのほ
うがよい」等であった。

図17　学校で生活技能を習得させることは大切か

図18　学校で生活技能を習得させる時期

（４）講座を受講して思ったこと
　受講のきっかけは「子どもと一緒に体験がしたかっ
たから」が最も多く，次いで「子どもに刺繍等の手仕
事をさせたかったから」であった（図19）。

図19　受講のきっかけ

　テキスト分析パッケージ（感性81_Sentiments.tap)
を用いてカテゴリを生成し，カテゴリ Web として視
覚化したものを図20，図21に示した。丸の大きさは回
答者人数を表し，カテゴリ間の線の太さは重複してい
る共通回答の数を表す。「子ども」「親」等の出現語数
の多い具体的な記述を枠外に追記した。
　100％の保護者が親子で手仕事体験ができてよかっ
たと回答していた。「子どもの真剣な表情，完成した
ときの輝いた表情が見られたのがよかった」「自分も
集中し，子どもも新しいことにチャレンジでき，有意
義だった」等の記述があった（図20）。
　異世代である高校生と交流できてよかったと回答し
た保護者は100％であり，「親でなく高校生に教えても
らうことで，少し緊張感をもちながら楽しくできた」

「普段高校生とは交流がないのでよかった」「大きく
なった自分の娘の成長を想像した」「異世代交流は子
どもにとっても生徒さんにとっても楽しい時間だった
と思う」等の回答があった（図21）。
（５）両講座受講の保護者の変化
　第１回から第２回までの変化として保護者及び子ど
も共に「針と糸をもつ機会が増えた」（保護者66.7％，



図20　「背守り」刺繍体験ができてよかった点（自由記述）

図21　高校生と交流できてよかった点（自由記述）
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図22　１回目から２回目受講までの保護者の変化 図23　１回目から２回目受講までの子どもの変化
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子ども83.3％）が最も多く，次いで「細かい作業が好
きになった」（保護者50.0％，子ども33.3％）であった

（図22，図23）。「子ども（家庭での）との会話が増えた」
「子どもへの思いが強くなった」等の親子の関係性や
「家事に前向きになった」「家の仕事をやりたがるよう
になった」等のコミュニケーションや家事行動に関す
る変化もあった。
４－３　高校生の結果と考察
　参加前の記述を分析した結果，「楽しく学んでもら
えるようコミュニケーションを深めたい」や「親と子
どもが家に帰って楽しかったと話してもらえるような
日にしていきたい」等，親子と主体的に関わろうとす
る記述が84.6％みられた。高校生全員に今まで学習し
たことを生かして，親子を積極的にサポートしたいと
いう内容の記述がみられ，地域において世代を超えた
交流の機会を設けることにより，高校生の学習意欲が
向上することが示唆された。
　第１回と第２回の講座終了後の記述を分析した結
果，高校生全員が「誰かのために縫うことでその相手
のことを思いやる力が自然とつく。また作品を喜んで
もらうことで縫う側の満足感がアップし意欲がわく。」
等，縫う体験の意義についての記述がみられた。また，

「将来親になったとき縫い物ができると素敵だなと思
うようになった」「保育士になったときに生かしてい
きたい」等，子どもの視点だけでなく，親や保育士の
視点での記述も69.2％みられた。さらに「実際に親子
と触れ合うことで育児の大変さや楽しさを感じること
ができた。」等の記述がみられ，高校生が子育て世代
や異世代との相互交流の場となる手仕事体験に関わる
ことによって，子育て支援への理解が深まる可能性が
示唆された。

５　おわりに

　本稿は，地域から支える家庭と子どもの生活技能教
育プログラムを構想するために実施した親と子の「背

守り」刺繍体験講座の実践報告である。２回の講座の
参加者は延べ，子ども36名，保護者30名，高校生31名，
大学関係12名であった。
　講座を受講した子どもたちは，普段家でのお手伝い
に対しては「楽しい」や「面白い」等比較的肯定的に
とらえていたが，普段するお手伝いの内容は「食器の
配膳」等の食生活関連や「そうじ」等の住生活関連が
多かった。保護者アンケートからも同様の結果が得ら
れ，普段子どもにさせている衣生活関連のお手伝いと
しては「洗濯物たたみ」や「洗濯物取り込み」等があ
げられていたが，針と糸を使った裁縫等は行われてい
なかった。
　講座を受講した子どもは「楽しかった」「もっとや
りたい」等意欲的であり，保護者のほとんどが，「集
中できてよかった」「子どもと一緒に作ることができ
てよかった」等の肯定的な意見であった。針と糸を使っ
た活動は「手縫い」の技能習得だけでなく，集中力の
発揮や完成する喜び等，精神的な成長を促す可能性が
あることがわかった。両講座２回とも参加した子ども
と保護者に第１回受講後から第２回受講までの変化を
問うた結果，子どもも保護者も「針と糸を持つ機会が
増えた」や「親子で会話が増えた」「家の仕事に興味
をもつようになった」等の回答を得た。保護者では「子
どもへの思いが強くなった」「家事を積極的にするよ
うになった」等の回答もあり，生活技能教育プログラ
ムを行うことによって，技能習得だけでなく，親子の
コミュニケーションを促したり，子育てや家事に前向
きになれたりといった効果も期待できることが示唆さ
れた。
　本講座では，地域の高校生にスタッフとして参加し
てもらい，異世代交流の場を設けることも目的として
おり，すべての保護者が異世代である高校生と交流で
きてよかったと回答していた。「普段高校生とは交流
がないのでよかった」「大きくなった自分の娘の成長
を想像した」等の意見があり，異世代交流による子育
て支援の可能性も示唆された。
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　保護者は学校教育による生活技能の習得に期待をし
ている一方で，生活技能を習得させるのは５年生より
も早い方がいいと思っている割合が高かった。また，
子どもが興味をもった時に習得させたいと思っている
一方で，時間や余裕がないため家では習得する機会が
ないと思っていた。以上のことから，学校で家庭科が
始まる５年生以前に地域で子どもの生活技能の習得を
支えるプログラムがあることの有用性が示唆された。
　このようなプログラムの効果は，短期間にみること
はできないので，継続していくことが重要であると考
える。今後は，実践継続のために，地域連携の仕組み
を構築していきたい。
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